
新
基
金
を
創
設

令
和
３
年
度
決
算
審
査

も
っ
と
く
わ
し
く
聞
き
ま
し
た

一
般
質
問

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

議
会
だ
よ
り

2022. 11. １
第

129
号歴
史
あ
る
和
木
町
  弓
道
部

目
ざ
す
は
『
真
・
善
・
美
』



修繕される横断防止柵

　
9
月
定
例
会
は
9
月
7
日
か
ら
22
日
ま
で
の
16
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
会
は
報
告
4
件
、
同
意
2
件
、
認
定
1
件
、
議
案
12
件
を
審
議
し
、
和
木
町
施
設
等
総
合
管
理
基
金
条
例
等
を
原
案
の
通
り
可
決

し
ま
し
た
。
補
正
予
算
で
は
、
歳
入
の
法
人
税
・
繰
越
金
に
つ
い
て
、
歳
出
の
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
・
道
路
整
備
事
業
等
に
つ

い
て
問
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
4
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
行
政
全
般
に
わ
た
る
議
論
を
展
開
し
て
町
政
を
問
い
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
大
規
模
な
修
繕
に
１
億
２
千
万
円

公
共
施
設
維
持
に
新
し
い
基
金
創
設

補
正
予
算

9月定例会　

内
容
は
、
新
規
事
業
や
追
加
と
な
る
経

費
等
・
令
和
3
年
度
決
算
確
定
に
伴
う
繰

越
金
や
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増
額
等

で
す
。

　

歳
出
は
、
町
内
の
街
灯
整
備
工
事
に

1
6
7
万
円
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
基

金
積
立
金
に
１
億
２
千
万
円
。
歳
入
は
、

法
人
税
が
2
億
1
4
2
万
円
増
額
さ
れ
ま

し
た
。

　

繰
越
金
は
2
億
５
７
５
１
万
円
に
増

え
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
３
億
２
６
４

５
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
44
億

１
４
８
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
税
の
法
人
部
分
が
２
億
１

４
２
万
円
増
と
な
っ
て
い
る
内
容

は
。（
森
脇
議
員
）

　

要
因
と
し
て
原
油
価
格
が
高
騰

し
た
こ
と
を
背
景
に
以
前
仕
入
れ

た
在
庫
の
価
値
が
膨
ら
み
業
績
を
押
し
上

げ
増
収
益
と
な
っ
た
。

　

繰
越
金
２
億
５
７
５
１
万
円
に

つ
い
て
例
年
よ
り
多
い
理
由
は
。

（
上
田
議
員
）

　

歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
６

１
０
０
万
円
、
地
方
消
費
税
交
付

金
が
２
３
０
０
万
円
、
計
８
５
０
０
万
円

多
か
っ
た
こ
と
。

　

歳
出
で
は
、民
生
費
が
７
２
０
０
万
円
、

総
務
費
が
３
８
０
０
万
円
ほ
ど
少
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
の
積
み
重
ね
で
生
じ
た
。

　

道
路
整
備
事
業
の
工
事
請
負
費

１
６
０
０
万
円
の
内
容
を
伺
う
。

（
嘉
屋
議
員
）

　

町
道
宮
ノ
下
沖
新
開
線
の
横
断

防
止
柵
の
塗
装
、
修
繕
に
約
１
千

万
円
。

　

つ
つ
じ
ヶ
丘
団
地
入
口
の
歩
道
修
繕
に

約
４
０
０
万
円
。Ｂ
ｅ
ｅ
＋
エ
リ
ア
前
の

駐
車
場
沿
い
道
路
照
明
一
基
設
置
に

2
0
0
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

基
金
積
立
金
１
億
２
千
万
円
に

つ
い
て
伺
う
。（
灰
岡
議
員
）

　

財
源
と
し
て
は
、
繰
越
金
が
主

に
な
る
。

　

想
定
し
て
い
る
の
が
、
補
助
金
の
な
い

役
場
庁
舎
の
大
規
模
な
修
繕
な
ど
に
使
用

す
る
。

　

こ
の
基
金
の
設
置
目
的
は
。（
森

脇
議
員
）

　

町
が
所
有
す
る
公
共
施
設
等
の

長
寿
命
化
に
関
す
る
事
業
の
推
進

や
大
規
模
修
繕
、
さ
ら
に
は
災
害
で
被
災

し
た
施
設
の
復
旧
に
必
要
な
財
源
を
確
保

し
、
公
共
施
設
等
の
安
定
的
な
維
持
管
理

及
び
財
政
の
健
全
な
運
営
を
図
る
た
め
。

　

こ
の
基
金
は
給
食
セ
ン
タ
ー
等

が
災
害
で
壊
れ
た
時
に
も
使
え
る

の
か
。（
嘉
屋
議
員
）

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
よ
う
な
大

き
な
震
災
が
あ
っ
た
時
、
公
共
施

設
が
被
災
し
た
場
合
、
国
か
ら
の
災
害
復

旧
事
業
費
や
、
国
庫
補
助
金
が
出
る
も
の

が
あ
り
、
こ
の
基
金
を
充
て
る
こ
と
は
想

定
し
て
な
い
。

問問 ＊
町
民
税
の
法
人
割
増

答答

問問 答答

問問 答答

＊
公
共
施
設
等
総
合
管
理
基
金
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和木ポンプ場

関ヶ浜汚水中継ポンプ場

　
教
育
長　
重
岡
良
典
氏
の
任

期
が
９
月
末
で
満
了
と
な
る
た

め
、
引
き
続
い
て
教
育
長
と
し

て
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
賛

成
多
数
で
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
長
の
任
命

　
教
育
委
員
会　
中
村
博
美
氏
の

任
期
が
９
月
末
で
満
了
と
な
る
た

め
、
引
き
続
い
て
教
育
委
員
会
委

員
と
し
て
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い

て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

■ 

人
事
案
件 

　

令
和
４
年
７
月
13
日
に
臨
時
議

会
を
開
催
し
、
和
木
町
公
共
下
水

道
大
竹
圧
送
幹
線
の
建
設
工
事
の

委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結
を
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

協
定
金
額
１
億
６
２
０
０
万
円

（
令
和
４
年
事
業
費
１
億
１
千
万

円
、
令
和
５
年
事
業
費
５
２
０
０

万
円
）。

　

工
事
期
間
と
町
の
負
担
金

に
つ
い
て
伺
う
。（
嘉
屋
議
員
）

　

期
間
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
３
月
31
日
ま
で
の
予
定
。

事
業
費
内
訳
と
し
て
、
１
億
１
千

万
円
の
内
９
３
０
０
万
円
が
補
助

対
象
と
な
り
、
４
６
５
０
万
円
が

国
庫
補
助
、
残

り
の
４
６
５
０

万
円
が
下
水
道

債
と
な
る
。

　

特
に
金
額
は
、
想
定
し
て
い
な

い
。

　

基
金
の
上
限
の
想
定
額
は
。（
嘉

屋
議
員
）

　

上
限
額
は
特
に
想
定
し
て
い
な

い
。

　

繰
越
金
の
10
分
の
１
程
度
を
積
立
て
る

事
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

老
朽
化
し
た
建
物
の
建
替
え
費

用
に
も
使
え
る
の
か
。（
上
田
議
員
）

　

建
替
え
で
は
な
く
、
大
規
模
修

繕
の
想
定
で
あ
る
。

答 答問答 問

答 問 ７
月
臨
時
議
会

　

令
和
５
年
度
に
町
制
50
周
年
を
迎
え
、

記
念
事
業
を
行
う
。

　

今
年
度
２
０
０
万
円
の
予
算
、

来
年
度
４
５
０
万
円
が
組
ま
れ
て

い
る
が
、
事
業
の
内
容
は
（
嘉
屋
議
員
）

　

記
念
式
典
の
企
画
運
営
、
祝
賀

会
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
ど
う
い

う
形
式
で
や
る
か
、
各
事
業
者
か
ら
提
案

を
受
け
決
定
す
る
。

　

和
木
ポ
ン
プ
場
の
改
修
工
事
の
内

容
と
関
ヶ
浜
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
改
修

工
事
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。（
灰
岡
議
員
）

　

和
木
ポ
ン
プ
場
に
つ
い
て
は
、

空
気
圧
縮
機
の
1
台
を
交
換
す
る
。

　

関
ヶ
浜
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
は
、
１
号
汚

水
ポ
ン
プ
電
動
弁
の
故
障
に
よ
り
改
修
す

る
も
の
で
、
両
工
事
と
も
特
段
の
支
障
は

出
て
い
な
い
。

（
目
的
）

　

町
の
公
共
施
設
等
の
大
規
模
な
修
繕
や

災
害
に
よ
る
被
災
施
設
の
復
旧
に
必
要
な

財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
設
置
す
る
条

例
。　

大
規
模
な
修
繕
と
は
、
ど
の
程

度
の
修
繕
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

（
森
脇
議
員
）

＊
下
水
施
設
改
修
工
事
に
つ
い
て

問 問答

答

＊
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

＊
和
木
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理

　

基
金
条
例

問

既
設
の
大
竹
圧
送
管
処
理
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歳
入

歳
出

雨漏りの修繕を終えた和木駅

町内の防犯に役立つカメラ

決
算
審
議

歳出４５億２７５６万円

　

　
不
納
欠
損
の
生
じ
る
理

由
は
。　
　
　（
中
村
委
員
）

　

税
等
の
賦
課
後
、
納
期

限
ま
で
の
納
付
が
な
い
場

合
、
督
促
や
滞
納
処
分
な
ど
の

徴
収
を
行
っ
て
い
る
。
何
ら
か

の
理
由
に
よ
り
納
付
す
る
能
力

や
財
産
を
失
う
な
ど
、
徴
収
が

で
き
な
い
状
態
に
な
る
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
う
ち
、
各
法
令
な

ど
で
定
め
ら
れ
た
時
効
の
到
来

な
ど
に
よ
り
、
不
納
欠
損
と
し

て
処
理
を
行
い
、
結
果
、
支
払

わ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
。

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
情
報
発
信
強

化
整
備
工
事
の
内
容
を
聞

く
。
　
　
　
　
　
　（
小
林
委
員
）

　

番
組
自
動
送
出
装
置
か

ら
出
さ
れ
る
映
像
・
音
声
・

電
子
番
組
表
の
信
号
を
、
各
家

庭
の
テ
レ
ビ
で
受
信
で
き
る
信

号
に
変
調
、送
り
出
す
設
備
「
地

デ
ジ
多
重
化
設
備
（
エ
ン
コ
ー

ダ
）」
の
更
新
工
事
。

　

防
災
・
防
犯
カ
メ
ラ
管

理
事
業
設
置
台
数
は

（
小
林
委
員
）

　

防
犯
カ
メ
ラ
新
設
台
数

　

８
台
（
６
個
所
）

　

防
犯
カ
メ
ラ
全
台
数　

27
台

（
20
個
所
）

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
は

関
ヶ
浜
宗
永
寺
付
近
に
１
台
、

大
谷
浄
水
場
前
に
１
台
、
和
木

こ
ど
も
園
前
と
コ
ミ
セ
ン
前
に

各
２
台
ず
つ
新
設
。
和
木
駅
西

口
に
１
台
増
設
、
く
に
き
よ
園

芸
前
に
１
台
新
設
。

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
の
お

礼
品
と
事
業
の
状
況
は

（
上
田
委
員
）

　

令
和
3
年
度
寄
附
額
は

9
1
3
3
万
円
。
前
年
度

と
比
較
し
て
2
3
0
0
万
の
増

加
と
な
っ
た
。

・
令
和
3
年
度
上
位
5
品
は
以

下
の
と
お
り
。

◎
ス
コ
ッ
テ
ィ

　

テ
ィ
シ
ュ
ー

　

フ
ラ
ワ
ー
ボ
ッ
ク
ス

　

1
，
4
4
5
件

◎
ク
リ
ネ
ッ
ク
ス

　

テ
ィ
シ
ュ
ー1

，
1
3
1
件

◎
ス
コ
ッ
テ
ィ

　

フ
ラ
ワ
ー
パ
ッ
ク
３
倍
長

持
ち
（
ダ
ブ
ル
）6

9
1
件

◎
和
木
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　

商
品
券 

6
2
5
件

◎
ス
コ
ッ
テ
ィ 

カ
シ
ミ
ヤ

 

6
1
0
件

　

和
木
駅
改
修
工
事
（
1

2
1
万
円
）
の
内
容
は

（
栗
本
委
員
）

　

Ｊ
Ｒ
和
木
駅
の
外
壁
及

び
屋
上
か
ら
の
雨
漏
り
を

修
繕
し
た
。

　

森
林
経
営
管
理
制
度
意

向
調
査
業
務
委
託
料
の
、

令
和
3
年
度
実
施
調
査
の
進
行

度
と
内
容
は
。

（
灰
岡
委
員
）

　

令
和
３
年
度
は
、
防
災

の
観
点
か
ら
、
市
街
地
に

近
い
和
木
地
区
と
瀬
田
地
区
の

一
部
を
対
象
に
、（
公
有
地
を

除
く
）
74
人
の
私
有
林
の
所
有

者
に
対
し
、
今
後
の
経
営
や
管

理
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
。
業
務
に
つ
い
て
は
、

答答 問問

答 問

答

答答

問

問問

地方債（借金）は54億6563万円

余剰金は令和４年度に繰越され、公共施設等総合管理基金に１億２千万円、
財政調整基金に１億４７４０万円積み立てられます
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人口増加に役立つ事業

７
月
に
山
口
県
東
部
森
林
組
合

と
委
託
契
約
を
締
結
。
54
人
の

回
答
が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

回
収
率
は
73
％
。
な
お
、
こ
の

調
査
は
、
当
初
、
３
年
か
け
て

実
施
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
瀬

田
・
関
ヶ
浜
地
区
は
同
一
の
所

有
者
が
多
く
、
当
初
の
見
込
み

よ
り
調
査
対
象
人
数
が
減
少
し

た
た
め
、
２
年
間
、
令
和
４
年

度
で
終
了
す
る
予
定
。

　
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

事
業
と
高
齢
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
人
数
は
。（

上
田
委
員
）

　

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

事
業
88
人
、
令
和
２
年
は

85
人
。
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー

事
業
２
２
３
人
、
令
和
２
年
は

２
１
５
人
。

　

他
市
町
村
へ
の
委
託
保

育
料
と
人
数
。
入
所
希
望

す
る
理
由
は
。

（
中
村
委
員
）

　

令
和
２
年
３
３
０
０
万

円
、
令
和
３
年
３
７
０
０

万
円
。

　

他
市
町
を
希
望
す
る
19
名
、

和
木
を
希
望
す
る
も
定
員
に
達

し
た
た
め
に
入
所
で
き
な
い
10

名
。
併
せ
て
29
名
が
委
託
保
育
。

　

住
宅
建
設
奨
励
事
業
の

実
績
は
。

（
小
林
・
栗
本
委
員
）

　

令
和
３
年
度
の
住
宅
建

設
奨
励
金
の
実
績
は
76
件

で
４
５
８
万
円
。

令
和
元
年
度　

81
件４

８
６
万
円
。

令
和
２
年
度　

74
件４

６
５
万
円
。

歳入４８億５５７万円

答答

答 問

問問

令和３年度

 決  算

コロナの影響を受け
余剰金2億7800万円

財政調整基金（貯金）は14億677万円

財政調整基金
いざという時の貯金 14億 675万円

1億 1955万円福祉基金
高齢化社会の到来に備える

奨学基金
国保財政調整基金
簡易水道事業基金

1億 9767万円健やか安心基金
妊娠・乳幼小児期から老齢期までの健康づくり

5303万円地域振興事業助成基金
文化会館・蜂ヶ峯公園・美術館・コミセン事業

9156万円

4440万円
6440万円
466万円

和木町すくすくこども基金
加配の先生の賃金

基　　　　　金 決算年度末現在高

〔令和３年度末〕和木町の基金（貯金）状況
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不
登
校
児
が
増
加
し
た
と
の

声
を
聞
く
。
本
町
の
現
状
や
原

因
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染
後
に
登
校
す

る
場
合
や
感
染
し
て
い
な
い
児
童
、

生
徒
へ
の
対
応
は
。

　

全
国
的
に
不
登
校
は
増
加
傾

向
で
、
本
町
の
現
時
点
の
状
況

は
小
学
校
１
人
（
不
登
校
）、
中
学

校
６
人
（
病
気
２
人
、不
登
校
４
人
）。

不
登
校
の
原
因
は
人
間
関
係
の
こ
じ

れ
・
生
活
習
慣
の
乱
れ
な
ど
様
々
。

不
登
校
児
へ
の
対
応
は
校
内
で
の

ケ
ー
ス
会
議
や
外
部
機
関
と
の
連
携

を
積
極
的
に
行
い
、
早
期
対
応
の
体

制
を
整
え
適
応
指
導
教
室
（
ス
マ
イ

ル
ル
ー
ム
）
を
積
極
的
に
活
用
。
家

庭
・
学
校
と
情
報
を
共
有
し
、
き
め

細
か
い
対
応
を
と
っ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
に
感
染
し
た
児
童
生
徒
が
登
校
を

再
開
し
た
場
合
の
対
応
は
、
特
に
問

題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
。
ア

ン
ケ
ー
ト
等
も
実
施
し
、
問
題
把
握

に
も
努
め
て
い
る
。

　
古
い
写
真
や
道
具
を
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と

尋
ね
ら
れ
た
が
、
収
集
を
働
き
か
け

た
ら
ど
う
か
。

　

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理
棟
２

階
に
設
置
し
て
い
る
歴
史
資
料

館
は
、
年
数
が
経
過
し
設
備
等
の
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
専

門
の
学
芸
員
が
い
な
い
た
め
、
展
示

物
や
展
示
内
容
の
更
新
も
出
来
て
い

な
い
。
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
進

ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、
資
料
館
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
中
で

あ
る
。

　
避
難
道
は
草
が
繁
茂
し
て
整

備
さ
れ
て
い
な
い
が
活
用
す
る

こ
と
が
あ
る
の
か
。

　

水
害
等
の
場
合
に
は
八
幡
山

へ
の
避
難
道
を
活
用
す
る
た

め
、
避
難
道
の
整
備
に
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。
７
月
１
日
に
園
小
中
合

同
で
「
引
き
渡
し
訓
練
」
を
実
施
し

た
。
小
中
学
校
は
年
２
回
以
上
、
こ

ど
も
園
は
毎
月
実
施
し
て
い
る
。

　
避
難
所
が
準
備
さ
れ
住
民
を

迎
え
入
れ
る
場
合
、
女
性
の
視

点
に
配
慮
し
た
生
活
環
境
の
確
保
は
。

　

令
和
２
年
６
月
に
「
感
染
症

対
策
下
に
お
け
る
避
難
所
の
開

設
・
運
営
計
画
」
を
制
定
。
特
に
女

性
の
視
点
に
配
慮
し
た
生
活
環
境
に

つ
い
て
の
記
載
は
な
い
が
、
比
較
的

長
期
の
滞
在
と
な
る
場
合
、
避
難
所

毎
に
女
性
職
員
を
配
置
し
、
女
性
用

の
更
衣
室
、
授
乳
室
、
休
憩
室
等
を

必
要
に
応
じ
て
空
き
室
に
割
り
当
て

る
よ
う
計
画
す
る
。

不
登
校
の
現
状
に
つ
い
て
の
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　（灰
岡
委
員
）

こ
ど
も
園
・
小
・
中
学
校
の
避
難

訓
練
の
状
況
　 

　
　
　（森
脇
委
員
）

女
性
の
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
避
難

所
運
営
　
　
　
　
　
　（灰
岡
委
員
）

歴
史
資
料
館
の
整
備

　
　
　
　
　  

　
　
　（森
脇
委
員
）

　教
　
　
育

　防
　
　
災

委員会委員会
ナ　ウ

歴史資料館の展示物

和木町防災訓練の様子

避難時に使用される和室
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生
活
・
環
境

　

町
内
で
の
医
療
体
制
や

P
C
R
検
査
は
。
今
後
の
感
染

者
数
把
握
や
対
処
は
。

　

医
療
は
、「
感
染
症
の
予
防

及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る

医
療
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て

県
が
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。

　

入
院
の
調
整
や
移
送
も
県
の
保
健

所
が
行
っ
て
い
る
。Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は

郵
送
で
や
り
取
り
す
る
方
法
や
、 
県

が
指
定
す
る
薬
局
で
受
け
る
こ
と
が

可
能
。
今
後
の
医
療
に
結
び
つ
く
感

染
者
の
確
認
、
診
断
も
県
が
担
当
し
、

和
木
町
が
独
自
に
か
か
わ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

　

土
の
う
袋
を
積
ん
で
実
験
を

行
っ
た
が
、
結
果
と
今
後
の
展

開
は
。
　

臭
気
対
策
が
問
題
と
な
っ
て

い
た
た
め
、
８
月
に
水
路
の
末

端
に
土
の
う
を
設
置
し
、
底
全
体
を

水
で
覆
う
実
証
実
験
を
実
施
。
結
果
、

臭
気
の
低
減
に
有
効
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
の
で
今
後
は
常
設
で
の
対

応
を
検
討
す
る
。

　
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制

度
の
利
用
実
績
の
推
移
は
。

　

毎
年
お
よ
そ
20
件
前
後
が
認

定
さ
れ
て
い
る
状
況
。
令
和
３

年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
か
ら
か
、
認
定
件
数
が
減
。

住
宅
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

が
多
く
、
定
住
対
策
と
し
て
一
定
の

効
果
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
対
象
地
区
が
拡
大
さ
れ
た
住

宅
環
境
改
善
支
援
事
業
補
助
金

の
申
請
状
況
は
。

　

本
年
度
か
ら
補
助
対
象
地
区

が
和
木
町
全
域
に
広
が
り
、
申

請
件
数
は
大
幅
増
。
今
年
度
は
９
月

時
点
で
１
４
０
件
（
１
２
５
0
万

円
）。
昨
年
同
時
期
比
で
約
10
倍
の

利
用
実
績
。
地
域
別
の
内
訳
は
和
木

４
・
５
丁
目
が
17
件
、
そ
れ
以
外
の

地
域
が
１
２
３
件
。

　
県
管
轄
の
道
路
事
業
は
毎
年

度
の
事
業
内
容
が
住
民
に
見
え

な
い
。
今
年
度
の
内
容
は
。

　

①
岩
国
大
竹
線
、
関
々
バ
イ

パ
ス
交
差
点
上
流
部
の
民
間
事

業
所
の
用
地
補
償
及
び
測
量
設
計
業

務
（
再
編
関
連
特
別
地
域
整
備
事
業
）

2
億
5
千
万
円
。

　

②
北
中
山
岩
国
線
、
松
ヶ
枝
橋
交

差
点
付
近
か
ら
上
流
部
に
か
け
て
の

道
路
拡
幅
事
業
に
お
け
る
測
量
設

計
・
地
質
調
査
業
務
（
再
編
関
連
特

別
地
域
整
備
事
業
）
1
億
4
5
０
０

万
円
。

　

③
大
竹
和
木
線
、
和
木
郵
便
局
交

差
点
の
路
面
標
示
（
通
学
路
緊
急
対

策
事
業
）
1
0
5
万
円
。

　

④
蜂
ヶ
峯
公
園
線
、用
地
補
償
（
防

衛
道
路
周
辺
道
路
整
備
事
業
）
1
億

3
千
万
円
。

　
和
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
現
状
は
。

　

平
成
13
年
か
ら
事
業
開
始
。

現
在
は
男
性
14
人
、
女
性
６
人

の
会
員
が
お
り
、
平
均
年
齢
74
歳
。

10
年
前
に
は
、
約
30
人
の
会
員
が
い

た
。
主
な
業
務
は
蜂
ヶ
峯
公
園
・
防

災
広
場
等
の
草
刈
り
業
務
、
和
木
美

術
館
の
管
理
業
務
、
道
海
公
園
の
清

掃
管
理
業
務
な
ど
。

町内の課題

和
木
町
で
の
コ
ロ
ナ
対
応

　
　 

　
　
　
　（嘉
屋
・
上
田
委
員
）

和
木
5
丁
目
潮
廻
し
水
路
の
悪
臭

問
題
　
　
　
　
　   

　（
嘉
屋
委
員
）

町
の
発
展
望
む
定
住
促
進
支
援

サ
ー
ビ
ス
　
　
　  

　（
津
島
委
員
）

エ
ア
コ
ン
・
サ
ッ
シ
補
助
金
の

申
請
状
況
　
　
　
　
（
津
島
委
員
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営

状
況
　
　
　
　
　  

　（
兼
本
委
員
）

県
管
轄
の
道
路
事
業   

　
　
　
　
　
　
　  

　（
兼
本
委
員
）

水路の悪臭改善に期待

町内全域に広がった補助金の利用

測量設計が始まる北中山岩国線
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コ
ロ
ナ
禍
で
保
護
者

は
子
ど
も
の
病
気
や
病

後
時
に
和
木
町
が
契
約
し
て
い

る
広
島
西
医
療
セ
ン
タ
ー
病

児
・
病
後
児
保
育
「
に
っ
し
ー

く
ん
ハ
ウ
ス
」
と
岩
国
病
院
内

の
「
キ
ッ
ド
イ
ン
」
の
利
用
は

ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。
コ

ロ
ナ
禍
で
病
院
の
預
か
り
保
育

は
行
わ
れ
て
い
た
の
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
機
能
し
て
い

な
か
っ
た
の
か
。
２
年
前
か
ら

の
利
用
人
数
を
教
え
て
ほ
し

い
。

　

　

病
児
・
病
後
児
保
育

の
利
用
は
、
西
医
療
セ

ン
タ
ー
は
、
平
成
30
年
度
50
人
、

平
成
31
年
度
30
人
、
令
和
２
年

度
２
人
、
令
和
３
年
度
８
人
で

あ
る
。

　

岩
国
病
院
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
利
用

は
な
い
。

　

令
和
２
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
影
響
を
う
け
、
拡
大
予

防
の
利
用
制
限
で
陰
性
証
明
等

が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
が
減
少

し
て
い
る
要
因
の
一
つ
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
４

回
目
が
現
在
行
わ
れ
て

い
る
。
予
防
接
種
の
３
回
目
の

接
種
率
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３

回
目
の
接
種
率
は
、
87
・

６
％
で
あ
る
。

　
和
木
町
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
重
症
者
は
い
る
の
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
患
者
情
報

に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
か
ら

の
情
報
を
県
が
取
り
ま
と
め
る

た
め
、
和
木
町
は
県
の
公
表
す

る
内
容
し
か
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

　

感
染
症
法
に
基
づ
き
、
必
要

な
医
療
の
調
整
は
県
が
す
べ
て

担
当
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

令
和
4
年
1
月
に
、
岩
国
市

及
び
和
木
町
が
、「
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
」
の
適
用
を
受

け
た
時
期
か
ら
、
発
症
時
の
症

状
は
県
の
発
表
か
ら
省
略
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
た
め
重
症
者
の
情
報

は
、
町
で
は
把
握
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

　
文
部
科
学
省
は
、
英

語
学
習
を
小
学
生
か
ら

取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。
小
学

校
に
は
英
語
専
任
の
教
師
が
い

な
い
な
か
、
和
木
町
は
ど
の
よ

う
な
工
夫
を
し
な
が
ら
英
語
学

習
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　

小
学
校
に
外
国
語
活

動
が
導
入
さ
れ
た
頃
か

ら
、
文
部
科
学
省
の
中
央
教
育

審
議
会
に
お
い
て
「
小
学
校
高

学
年
か
ら
の
教
科
担
任
制
」
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
仕
組

み
を
小
学
校
に
も
取
り
入
れ
、

教
員
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
き

た
。
本
年
度
は
、
中
学
年
か
ら

一
部
の
教
科
に
つ
い
て
教
科
担

任
制
で
の
授
業
を
実
施
し
て
い

る
。

　

そ
こ
で
、
教
科
担
任
制
を
よ

り
効
果
的
に
取
組
む
た
め
に
、

毎
年
、
年
度
末
の
人
事
異
動
時

に
は
、
小
学
校
免
許
に
加
え
て

中
学
校
や
高
等
学
校
の
英
語
の

免
許
を
取
得
し
て
い
る
教
員
の

配
置
を
県
に
要
望
し
て
き
た
。

現
在
、
英
語
免
許
を
取
得
し
て

い
る
教
員
は
、
４
名
在
籍
し
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
教
員
が
、
高
学
年
・

中
学
年
・
低
学
年
お
よ
び
特
別

支
援
学
級
で
の
外
国
語
活
動
や

英
語
の
学
習
指
導
の
中
心
的
役

割
を
担
っ
て
い
る
。

質
問

課
長

教
育
長

質
問

質
問

質
問

保
健
福
祉

課
　
　
長

事
務

局
長

外国語教育が進む小学校

ワクチン接種が行われている保健相談センター

中村 充子 議員
なかむら みつこ

Q　コロナ禍で病院の預かり
　保育は行われていたのか

A岩国病院は平成30年度から
令和３年までの利用はない

教育委員会事務局長
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給
食
セ
ン
タ
ー
の
老

朽
化
に
よ
り
建
替
え
が

予
定
さ
れ
て
い
る
が
進
捗
状
況

を
問
う
。
候
補
地
に
つ
い
て
は

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　

基
本
的
な
整
備
の
方

向
性
を
示
す
基
本
構
想

を
作
成
す
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
都
市
建
設
課
内
に
施
設
整
備

室
を
配
置
し
、
連
携
し
て
新
た

な
給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
備
、
整

備
に
関
す
る
検
討
を
進
め
て
い

る
。
候
補
地
に
つ
い
て
は
基
本

構
想
と
合
わ
せ
て
検
討
を
進
め

て
い
る
。

　

相
次
い
で
発
生
す
る

線
状
降
水
帯
や
ゲ
リ
ラ

豪
雨
の
対
応
を
踏
ま
え
、
率
先

避
難
や
呼
び
か
け
避
難
の
体
制

作
り
を
問
う
。

　

　
「
逃
げ
遅
れ
ゼ
ロ
」の

実
現
に
向
け
、
県
と
市

町
が
一
体
と
な
っ
て
率
先
避
難

体
制
作
り
を
推
進
し
て
き
た
。

町
は
令
和
元
年
か
ら
山
の
手
地

区
、
瀬
田
１
・
２
、
関
ヶ
浜
１

丁
目
、
関
ヶ
浜
２
丁
目
の
４
地

区
を
指
定
し
自
主
防
災
組
織
役

員
へ
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

率
先
避
難
体
制
作
り
は
、
地
区

住
民
へ
の
説
明
を
へ
て
、
呼
び

か
け
避
難
体
制
確
立
後
・
避
難

訓
練
の
実
施
・
実
効
性
を
検
証

し
て
初
め
て
完
了
す
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
を
見

極
め
、
自
主
防
災
組
織
と
協
議

し
、
呼
び
か
け
避
難
の
連
絡
表

の
作
成
を
依
頼
し
た
い
。

　

避
難
体
制
の
促
進
に

は
自
主
防
災
組
織
が
大

き
な
役
割
を
持
つ
と
思
う
が
現

状
把
握
を
伺
う
。

　

令
和
元
年
度
ま
で
は

町
内
の
各
自
主
防
災
組

織
に
お
い
て
、
防
災
訓
練
が
計

画
・
実
施
さ
れ
、
依
頼
を
受
け

て
役
場
の
防
災
担
当
や
危
機
管

理
監
が
講
話
や
訓
練
の
支
援
を

行
っ
て
い
た
。
令
和
２
年
度
以

降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
が
、
自
主
防
災
組
織

へ
の
活
動
に
影
響
し
て
い
る
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活

動
に
は
、防
災
リ
ー
ダ
ー
・

支
援
員
の
果
た
す
役
割
が
大
き

い
が
、
本
町
の
人
数
と
活
動
内

容
を
問
う
。

　

防
災
士
14
名
が
和
木

町
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
、
そ
の
内
９
名
が
山
口

県
自
主
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

率
先
避
難
体
制
作
り
支
援
要
員

養
成
研
修
を
受
講
し
た
４
名
が

避
難
体
制
作
り
支
援
員
に
登
録

さ
れ
て
い
る
。
防
災
リ
ー
ダ
ー

や
避
難
体
制
作
り
支
援
員
の

方
々
は
、
自
主
防
災
組
織
の
要

請
に
応
じ
て
防
災
講
話
や
地
区

の
防
災
訓
練
な
ど
を
行
う
。

　

総
合
防
災
訓
練
が
令

和
５
年
に
予
定
さ
れ
て

い
る
が
ど
の
よ
う
な
訓
練
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　

町
内
で
大
規
模
災
害

が
発
生
す
る
こ
と
を
想

定
し
た
、
住
民
参
加
型
の
実
践

的
な
内
容
と
し
、
自
主
防
災
組

織
ご
と
に
避
難
所
へ
の
避
難
や

避
難
所
で
の
受
付
業
務
な
ど
実

際
に
体
験
し
て
も
ら
う
。
時
期

に
つ
い
て
は
、
秋
以
降
を
予
定
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

事
務

局
長

企
画
総
務

課
　
　
長

課
長

課
長

課
長

＊
災
害
発
生
時
の
避
難
体
制
は

＊
そ
の
他
の
質
問

 

● 

岩
国
大
竹
道
路
の
事
業
内
容

に
つ
い
て

 

● 

岩
国
ト
ン
ネ
ル
掘
削
工
事
に

対
す
る
騒
音
や
通
学
路
の
安

全
確
保
に
つ
い
て

建替えが計画される給食センター

2014年の8.6  瀬田災害現場

森脇 明美 議員
もりわき あけみ

A施設整備室を配置し進める教育委員会事務局長

Q　給食センターの建替えは
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国
民
健
康
保
険
料
の

均
等
割
り
に
つ
い
て
、

千
葉
県
南
房
総
市
で
は
、
減
免

の
対
象
者
を
高
校
生
ま
で
と
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
佐
賀
県
基
山
町
で
は

未
就
学
児
に
つ
い
て
は
、
自
己

負
担
額
に
つ
い
て
も
減
免
し
て

お
り
、
全
額
免
除
と
し
て
い
る
。

和
木
町
で
、
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
世
帯
で
、
小
・

中
・
高
校
に
通
っ
て
い
る
子
ど

も
の
人
数
と
、
高
校
ま
で
減
免

実
現
に
係
る
負
担
額
を
知
り
た

い
。

　
令
和
4
年
8
月
時
点

で
小
・
中
・
高
校
に
通
っ

て
い
る
子
ど
も
は
、
国
民
健
康

保
険
加
入
世
帯
で
50
人
で
あ

り
、
高
校
ま
で
の
減
免
を
行
っ

た
場
合
に
、
約
60
万
円
が
必
要

と
な
る
。

　

財
源
で
は
、
国
民
健

康
保
険
料
は
、
平
成
30

年
度
よ
り
増
額
し
て
お
り
、
現

在
の
基
金
残
額
は
、
6
1
3
5

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

全
国
に
先
駆
け
て
、
国
民
健

康
保
険
料
の
均
等
割
り
減
免
を

高
校
生
ま
で
の
引
き
上
げ
を
検

討
で
き
な
い
か
。

　

　
現
時
点
で
は
、
高
校

を
卒
業
す
る
迄
の
均
等

割
り
軽
減
は
考
え
て
い
な
い

が
、
今
後
他
市
町
の
動
向
を
注

視
し
て
い
き
た
い
。

　

　

宮
崎
県
三
股
町
で
は
、

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

対
象
者
は
、
満
65
歳
以
上
で
、

医
師
の
判
断
に
よ
り
40
㏈
未
満

で
補
聴
器
が
必
要
な
方
と
な
っ

て
お
り
、
補
助
金
の
上
限
は
3

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

和
木
町
で
も
、
高
齢
者
の
難

聴
で
補
聴
器
購
入
の
補
助
が
で

き
な
い
か
。

　
補
聴
器
購
入
価
格
は
、

数
万
円
か
ら
50
万
円
か

か
り
財
源
的
に
厳
し
い
。

　
だ
が
、
補
聴
器
補
助
の
必
要

性
は
今
後
高
ま
る
と
思
わ
れ
、

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
事
業
展
開
の
可
否
を
検
討

し
て
い
く
。

　

　

電
動
四
輪
車
は
、
高

齢
者
の
方
で
日
常
生
活

に
お
け
る
移
動
の
支
援
が
必
要

な
方
に
と
っ
て
社
会
生
活
の
利

便
性
が
期
待
で
き
る
。

　

町
民
の
方
に
実
際
に
乗
っ
て

体
験
で
き
る
機
会
を
持
て
る
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

　

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

の
福
祉
用
具
貸
与
の
対

象
と
な
っ
て
お
り
、
原
則
要
介

護
2
以
上
の
認
定
者
が
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

　
介
護
保
険
で
の
運
用
を
推
進

し
て
い
る
。
貸
与
を
希
望
の
場

合
は
、
ご
自
宅
で
の
試
乗
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

 

● 

高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
券
補
助

の
条
件
、
金
額
増
に
つ
い
て

 

● 

和
木
町
で
の
高
齢
化
社
会
に

向
け
た
福
祉
計
画
に
つ
い
て

質
問

質
問

質
問

課
長

課
長

課
長

質
問

＊
高
齢
者
の
難
聴
障
害
に

　

補
聴
器
購
入
の
補
助
を

＊
介
護
保
険
を
利
用
し
た

　

電
動
四
輪
車
レ
ン
タ
ル

　

制
度

課
長

介護保険を利用し安い料金で利用可能

難聴で社会生活に支障がある方に有効

Q　国保料の均等割り減免を
　高校生まで

上田 丈二 議員
うえだ じょうじ

A均等割り減免は考えていない保健福祉課長
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遊
具
の
修
繕
や
撤
去

で
な
く
、
新
設
の
予
算

は
組
ま
れ
て
な
い
の
か
。

　

現
状
を
維
持
す
る
。

要
望
等
あ
れ
ば
、
補
正

予
算
な
り
予
備
費
で
対
応
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
今
年
度
の
遊
園
地
整

備
工
事
35
万
円
の
内
容

は
。

　

旧
幼
稚
園
の
大
型
遊

具
が
老
朽
化
し
た
た
め

撤
去
し
た
。
ま
た
藤
棚
に
錆
が

腐
食
し
て
い
た
た
め
、
撤
去
し

た
。

　
未
就
学
児
が
利
用
で

き
る
近
所
の
公
園
の
環

境
整
備
に
つ
い
て
、
町
は
ど
う

考
え
る
か
。

　

現
状
維
持
と
共
に
、

安
心
安
全
な
環
境
整
備

に
努
め
て
い
く
。

　
交
流
拠
点
と
は
、
常

設
の
交
流
の
場
所
。
世

代
を
問
わ
ず
い
つ
で
も
行
け

て
、
交
流
で
き
る
施
設
は
町
内

に
あ
る
か
。

　

町
内
に
は
、
特
別
に

交
流
拠
点
と
し
て
指
定

さ
れ
た
施
設
は
な
い
が
、
総
合

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
瀬

田
及
び
関
ヶ
浜
分
館
、
文
化
会

館
、
各
地
区
の
集
会
所
が
あ
る
。

　
瀬
田
、
関
ヶ
浜
分
館

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

や
保
護
者
の
交
流
の
場
に
な
っ

て
い
る
の
は
見
て
い
る
。
そ
の

他
の
場
所
に
つ
い
て
は
予
約
が

必
要
で
、
い
つ
で
も
誰
が
行
っ

て
も
子
ど
も
を
遊
ば
せ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
世
代
が
交
流
す
る

場
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　

繰
返
し
に
な
る
が
、

い
つ
で
も
管
理
人
も
誰

も
い
な
い
、
そ
れ
で
も
誰
が

行
っ
て
も
使
え
る
施
設
は
町
内

に
は
な
い
。

　
和
木
美
術
館
の
イ
ベ

ン
ト
数
と
年
間
開
館
日

数
を
聞
く
。

　

令
和
3
年
度
の
イ
ベ

ン
ト
数
は
３
件
で
32
日

の
開
館
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
以
前
の
令
和

元
年
度
は
、
イ
ベ
ン
ト
数
12
件

で
95
日
の
開
館
。

　
開
館
し
て
い
な
い
期

間
は
ど
う
い
う
状
況
に

あ
っ
た
か
。

　

イ
ベ
ン
ト
利
用
は
な

く
閉
館
し
て
い
た
。

　
令
和
3
年
3
月
議
会

の
質
問
の
際
、
幼
稚
園

跡
地
よ
り
保
育
所
跡
地
の
有
効

利
用
か
ら
考
え
た
い
と
の
答
弁

が
あ
っ
た
。
検
討
は
進
ん
で
い

る
か
。　

検
討
委
員
会
で
は
旧

保
育
所
、
旧
幼
稚
園
の

施
設
利
用
に
つ
い
て
大
き
な
計

画
は
で
き
て
い
な
い
。

　
　

　
町
内
の
使
用
し
て
い

な
い
施
設
、
利
用
頻
度

の
少
な
い
施
設
の
活
用
を
考
え

て
い
る
か
。

　

旧
保
育
所
に
つ
い
て

は
、
利
用
停
止
か
ら
3

年
以
上
経
過
し
て
い
る
。
老
朽

化
も
進
ん
で
い
る
の
で
、
再
利

用
の
計
画
は
な
い
。

　
公
園
の
遊
具
の
新
設

は
予
備
費
等
で
対
応
す

る
の
か
。

　

要
望
が
あ
れ
ば
補
正

予
算
な
り
予
備
費
で
対

応
す
る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

＊
公
園
の
充
実
は

課
長

課
長

教
育
委
員
会

事
務
局
長

課
長

企
画
総
務

課
　
　
長

事
務

局
長

教
育
委
員
会

事
務
局
長

事
務

局
長

事
務

局
長

事
務

局
長

Q　町民の集いの場である
　交流拠点を

灰岡 裕美 議員
はいおか ひろみ

A特別に指定された施設はない企画総務課長

使用していない施設の有効利用を
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①弓道を始めて何年？
②目標は
③和木町へひと言

和木町弓道部の月例会に
お邪魔しました。

編
集
後
記

編
集
後
記

　
こ
の
誌
面
が
皆
さ
ま
の
元
へ
届
く

頃
に
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
今
年
も
ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染
に

翻
弄
さ
れ
た
一
年
で
し
た
ね
。
様
々

な
世
代
に
お
い
て
、
長
く
続
く
自
粛

生
活
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
議
会
の

活
動
も
制
限
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

　
あ
と
半
年
で
改
選
を
迎
え
る
今
、

こ
の
三
年
半
を
振
返
り
ま
す
と
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
語
り
合
い
、

思
い
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が

減
っ
た
こ
と
が
何
よ
り
残
念
で
な
り

ま
せ
ん
。
マ
ス
ク
越
し
の
挨
拶
も
遠

慮
が
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
未
だ
コ
ロ
ナ
は
収
束
を
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
の
生
活
に
向
け
て
、
踏
み
出
し
て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う

か
。
ど
う
か
、
声
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。灰岡

裕
美

議長 兼 本 信 昌

灰　岡　裕　美
広報広聴委員長

森脇　明美    中村　充子
上田　丈二    津島　宏保

広 報 部

発行責任者

①２年
②初段
③幼稚園跡地で自由にボール
遊びができるようになれば
良い

①２年
②初段
③弓道部が終わって帰りのバ
スの便があれば助かる

①６３年
②きれいな射
③弓道場は 30 年以上が経過し
整備をお願いしたい

佐々木聡太さん（和木中２年） 横峰琳太郎さん（和木中２年） 東屋延夫さん（三段）

①５２年（中１から）
②全日本選手権で優勝（１１月
開催）
③的のある安土の整備をお願
いしたい

①１０年
②五段
③体協への理解・支援を引き
続きお願いしたい

①１４年
②六段の審査で合格
③弓道場を利用して弓道に参
加する人が増えて欲しい

中村恭二さん（五段）
與三本学さん（四段） 中村明美さん（錬士五段）
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